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氏 名：福森寿善

論文題目： 家蚕コクナーゼに関する研究

論文審査の結果の要旨

本論文は、家蚕が成虫脱皮後に繭から脱出する際に重要な役割を果たしているコクナーゼの生理

学的特性の解明を目的に、家蚕体内から効率的にコクナーゼを精製し、その酵素化学的特性、組織

分布、活性の時間的変動を解析したものである。

まず家蚕成虫の頭部から、硫安分画（SQ燐拝口上清）、劇t性相互作用及びサイズ封除クロマトグラフィーにより

高純度のタンパク質標品を得た。 N末端アミノ酸配列、分子サイズ、セリシン分解活性特性、及び繭分鮪割生を調

べ、精製標品を家蚕コクナーゼ（側）と同定した。次いで、合成基質 Val-Pro-Arg(VPR）を用い、加水分清掃性を指

標に、酵素活性の諸特性を調べ、至適剣村吉塩基性pH領域にあること、熱'i!X•定性に関しては 45°0付近までは高い

活性が維持されること、 pH4以上では潤主が安定に保持されることを明らカヰこした。さらに、 4M以下の尿素変性

が可逆的なものであること、低濃度の尿素処理においては、酵素間企が処理前の値を越えて増大することを明らか

にした。また、 2価金属の影響に関しては、 Cu2+、Fe2＋、及びZn2＋が顕著な阻害効果を示すが、恥2＋は景獲が無いこ

とを明らかにした。

先行研究等からcαはトリプシンに構造的、機吉国包特徴に類似することが知られていたので、ウシ由来のトリプ
シン侶TS）との差異を明らかにする目的で基質特期生について両者を比較した。先ず、 Pl位にArg残基を有する数、

種の合成基質の加水分解即芯lこついて、速度パラメータを角概した。その結果、BTS劫蝶活性は、Asp-Pro-Arg(DP防

で最も高いが、 Glu~ly一Arg (EGR）、 Phe-Se「Arg（路R）、 Val-Pro-Arg(VP的、 Gln-Argー-Arg(i榔）Iこ対しても比較

的効率良く制媒することを認めた。一方、倒ではDPRが最も高く、蹴、問、 VPRでも比騨効率良く働く点、は

同じであるが、偲Rは効率料底い基質であることを明らかにした。また、仰の魁媒効率（九／却は、い坊もの基質

に対してもBTSの1/140以下であること、特に部Rにおいては1/3000であることを明らかにした。

次いで、合成トリプシン阻害剤 TLCI¥、ウシ繭蔵トリプシンインヒピター（B円I）、大豆トリプシンインヒピター

(SBTI）、及びトリプシン阻害活性を持つとされる樹白出液（白E）を用いて、 C聞と回3の副主に対する阻害効果を追

究し、百店、 B円I及びSBTIが、 cα、BTSの両者を限害することを明らかした。しかし、いずれの場合も、 CCNへ
の阻害効果はBTSに対するものよりも極めて弱いことを明らかにした。加えて、繭の岱Eは町Sを阻害するが、 CCN

に対しては阻害しないという大きな違いのあることを発見した。これらの結果を総合して、トリプシンに類似する

作用を持つとされて来たの4はトリプシンとは大きな違いが有ることを明示した。

さらに、 cα 活性の家蚕体内における組織分布と頭部における活性変動を経時拘に調べ、のt活性は蛾の羽化前
日から増大し、羽化直前に最大となること、またそのT簡を量は吸胃で高く、従来から生合成分泌組織とされていた

小顧では低いことを明らかにした。以上のような結果から、の4は口器にある1j＼顕で生合成され、吸胃に蓄積され、

羽化時に吐出されていることが示唆された。

以上要するに、本論文は、繭内から羽化した家蚕成虫（封却に必須な酵素で、あるコクナーゼの酵素化学的

な諸特性、組織分布を明らかにしたもので、昆虫生理学ならびに蚕糸学の進歩に功績する価値ある論文と認める。

よって、本研究者は博士（農学）の学位を得る資格を有するものと認める。


